
こんにちは。こちらでは、低電力ユニバーサル非同期レシーバ・

トランスミッタ（LPUART）をご紹介します。
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Low Power Universal Synchronous Asynchronous 
Receiver (LPUART、発音は “L” “P” “U”-“Art”) は9600bps
での UART (発音は “U”-”Art”) 通信機能で、LPUARTが
32.768kHzのLSEでクロックされているときに動作する。
より高いボーレートを使用するときはLSE以外のクロックソー
スを使用する。

アプリケーションは、ごく少数のピンを必要とし、デバイス間

の簡単で安価な接続の利点がある。また、LPUARTペリフェ
ラルははLow-powerモードで機能します。
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LPUARTは、データ長、自動的に生成され、チェックされてい
るパリティ、ストップビット数、データの順序、送信と受信のた

めの信号極性、およびボーレートジェネレータとして設定可能

な機能と完全にプログラム可能なシリアルインタフェースであ

る。

これは、RS-232とRS-485ハードウェアフロー制御オプション
をサポートしている。
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LPUARTは、Stopモードからウェイクアップを可能にするため、
とペリフェラルクロックから独立したボーレートプログラミング

のための、デュアルクロックドメインをサポートしている。

マルチプロセッサモードでは、アドレス指定されていない時に

USARTがアイドル状態のままにできる。
全二重通信に加えて、それは、シングルワイヤでの半二重

モードをサポートする。
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これはLPUARTブロック図。 LPUARTクロック(FCK)がいくつ
かのクロックの中から選択することができ、システムクロック、

APBクロック、高速内蔵16 MHzのRCオシレータ（HSI）また
は低速外部32.768kHz水晶発振器（LSE）。
TxとRxは、データの送受信のために使用される。
nCTSとnRTSは、RS-232ハードウェアフロー制御のために
使用される。

nRTSと同じI / Oで提供されているドライバイネーブル（DE）
信号は、RS-485モードで使用される。
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LPUARTは、柔軟なクロッキング方式を持つ。そのクロック
ソースは、RCCで選択することができ、デフォルトのクロック
ソースであるPCLK、またはHSI、LSEまたはシステムクロック
のいずれかである。

レジスタは、APBバスを介してアクセスされ、モジュールは
APBクロックから独立しているFCKでクロックされる。

クロックソースがLSEのとき、最大ボーレートは9600ボーで
す。

クロックソースが80 MHzであるとき、26メガボー（発音は
「ボー」、「メガ」）です。
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フレームフォーマットは、同期および必要に応じてエラー

チェック用のパリティビットのためのビットに加えて、データ

ビットのセットで構成される。フレームは、ラインが1ビット周期
にローに駆動される、1スタートビット(S)、で始まる。これは、
フレームの開始を通知し、同期のために使用される。

パリティ・ビットも数えて、データ長が9、8、7ビットであること
ができる。最後に、1または2ストップビットは、これはラインが
ハイに駆動される、フレームの終了を示す。
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前のスライドは、標準的なフレームを説明した。このスライド

は、1ストップビットで構成された8ビットのデータフレームの一
例を示す図である。

アイドルキャラクタは「1」の列がフレーム全体として解釈され
る。「1」の数は、同様に、ストップビットの数を含む。
ブレークキャラクタは、フレーム期間のすべてが「0」を受信し
たと解釈される。ブレークフレームの終了時に、2ストップビッ
トが挿入される。
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LPUARTはTxとRxラインがそれぞれ他のインタフェースの
RxおよびTxラインに接続されている全二重通信をサポートし
ています。

LPUARTはまたTxとRxラインが内部で接続されいる単線半
二重プロトコル用に設定することができる。この通信モードで

は、TXピンだけがは、送信と受信の両方のために使用され
る。何もデータが送信されないときのTxピンが常にリリースさ
れる。このように、アイドル状態または受信状態での標準I/O
として機能する。この使用方法については、I/Oが、外部プル
アップ抵抗を持つオルタネート機能オープンドレインモードで

のTxピンで設定する必要がある。
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RS-232規格では、nCTS入力とnRTS出力を使用して、2つ
のデバイス間のシリアルデータのフローを制御することが可

能。この2ラインは、受信機と送信機は、それらのお互いの状
態を警告することができる。このスライドは、このモードでは、

二つのデバイスを接続する方法を示している。このアイデア

は、半二重通信の場合にバイト落ちまたは衝突を防止する。

両方の信号はアクティブ・ローである。
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RS-485のようなシリアル半二重通信プロトコルは、マスタは、
トランシーバ（物理層）を制御するための方向信号を生成す

る必要があります。この信号は、送信か受信モードとして動

作しなければならない場合に、物理層に通知します。

RS-485モードでは、制御ライン「ドライバイネーブル」は外部
トランシーバ制御を活性化するために使用される。 DEと
nRTSでピンを共有している。
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複数のプロセッサ間の通信を簡素化するために、LPUART
は、特別なマルチプロセッサモードをサポートしている。マル

チプロセッサ通信では、意図されたメッセージの唯一の受信

者は、積極的にメッセージを受信することが望ましい。アイド

ルラインまたはアドレスマーク：アドレス指定されないデバイ

スは、2つの方法を使用してミュート・モードに入れることがで
きる。

LPUARTはミュートモードに入る、から出るに、2つの方法の
いずれかを使用することができる。

- アイドルライン検出
- アドレスマーク検出
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LPUARTは、LPUARTクロックがHSIまたはLSEの場合、
StopモードからMCUをwakeupすることが可能。

ウェイクアップのソースは、標準RXNE割込み、または特定
のイベントの、スタートビット検出、アドレス一致、任意のデー

タを受信する、です。
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いくつかの LPUART イベントは割込みを起こす

送信データレジスタが空で書かれる準備ができたとき、送信

データレジスタエンプティフラグがセットされる。

データ送信が完了し、データレジスタとシフトレジスタの両方

が空のときに送信完了フラグがセットされる。

nCTS入力がトグルされるときにCTSフラグがセットされる。
受信データレジスタに読み込み可能な状態のデータが含ま

れている場合に受信データレジスタが空ではないフラグが

セットされる。

アイドルラインが検出されたときにアイドルラインフラグがセッ

トされる。

受信したデータがプログラムされたアドレスに対応するときに

キャラクタマッチフラグがセットされる。

ウェイクアップイベント（スタートビットやアドレス一致または任

意のデータを受信）が確認されたときストップモードからの

ウェイクアップフラグがセットされる。



表のように、いくつかのエラーフラグはまたLPUARTによって
生成される。

オーバーラン、パリティ、フレーミングエラーはそれぞれのエ

ラーが発生したのに対応してエラーフラグがセットされる。

ノイズエラーは受信フレームのスタートビットでノイズを見つ

けたときに発生する。

DMA リクエストは送信データレジスタエンプティと受信データレジ
スタフルで発生する



LPUARTペリフェラルはRun、Low-power run、sleep、Low-
power sleepでアクティブ。 LPUART割込みは、デバイスが
SleepまたはLow-power sleepモードを終了する、原因となる。
LPUARTは、LPUARTクロックがHSI16またはLSEに設定さ
れている場合、Stop 1とStop 2からMCUを起動することがで
きる。Stop 1およびStop 2モードからMCUのウェイクアップは、
標準RXNE割込みやWUFイベントのいずれかを使用して行
うことができる。

StandbyとShutdownモードでは、ペリフェラルはパワーダウ
ンになり、それらのモードを抜けた後、初期化をしなければな

らない



STM32L4デバイスは1つのLPUARTを内蔵している。
USART (発音は “U”-”Sart”)と比べて、LPUART は同期をサ
ポートしない、スマートカードをサポートしない、IrDAとLINを
サポートしない。さらに、受信タイムアウト、modbus、オート
ボーレート検出もサポートしない。



これはLPUARTに関連するペリフェラルのリスト。必要な場
合、これらのペリフェラルのトレーニングを参照のこと。

- General-purpose input/output
- Reset and clock controller
- Power controller
- Interrupts controller
- Direct memory access controller
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